
 

 

 

第 ５ 回 
 

佐世保市地域福祉計画推進委員会 
 

 

議 事 要 旨 

 

 

日時：令和４年７月２８日（水）１８：３０～１９：５５ 

場所：佐世保市中央保健福祉センター ５階 健康危機管理オペレーション室

（オンライン開催） 

 

 

   （出席委員） 

川内野委員、久保田委員、栁原委員、松瀬委員、濵﨑委員、江﨑委員、川嶋委員、

大畠委員［８名］ 

（欠席） 

渡辺委員、土井委員 

   

（事務局） 

○佐世保市   

保健福祉部長、保健福祉政策課、医療政策課、長寿社会課、障がい福祉課、指導監査課、

学校教育課、コミュニティ協働推進課、子ども政策課 各課員 

○佐世保市社会福祉協議会 

事務局長、事務局次長、地域福祉課・ボランティアセンター、総合相談支援課  各課
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         ０（開始 １８：３０）） 

 ■開会                     

■事務局 

◆会議成立の確認 

 

１．保健福祉部長挨拶 

 
２．川内野委員長挨拶 

 

３．新委員の紹介  

 ■新委員の紹介 

 ■新委員による自己紹介 

 

■事務局 

 ◆情報公開の確認 

 

４．議事 

（１）議事１「第３期佐世保市地域福祉計画・佐

世保市地域福祉活動計画に基づく令和３年度実

施事業の評価について」 

 

◎川内野委員長 

それではここからは、私が進行させていただき

ます。 

まず「議事 1 第３期計画に基づく令和３年度実

施事業の評価」について、まず、評価の考え方等

について事務局より説明をしていただき、その後、

各事業について説明をお願いいたします。 

また、事前質問という形で、各委員からいくつ

か質問を送付させていただいておりますので、説

明とあわせて回答いただきたいと思います。 

それでは、よろしくお願いします。 

 

■事務局（佐世保市 保健福祉政策課 下川） 

 ◆資料、評価方法の説明 

■事務局 

※以下、説明内容は議事録割愛。事前質問への回

答のみ記載。事前質問については別紙【事前質問

一覧】のとおり。（〇事業説明 ●事前質問への

回答） 

 

◆基本目標① 

地域の課題把握・解決のための仕組みづくり 

〇身近に相談できる体制づくり 

（社会福祉協議会 地域福祉課 近藤主査） 

 

●身近に相談できる体制づくり事業 

（市 保健福祉政策課 濵崎課長） 

事前質問 

（１）重層的支援体制整備事業の今後のスケジ

ュールや概要について（江﨑委員） 

（２）地域包括支援センターや第２層生活支援

コーディネーターの役割について 

（川嶋委員） 

 

保健福祉政策課の濵崎です。 

江﨑委員より重層的支援体制整備事業の今後

のスケジュールや市としての考え方についての

質問をいただいています 

また、川嶋委員様からも、身近に相談できる体

制づくりとして、地域包括支援センターと第 2

層生活支援コーディネーターの役割についての

ご質問をいただいておりますので併せて、回答を

させていただきます。 

まずは、重層的支援体制整備事業について簡単

にご説明を申し上げますと、これまで福祉分野の

公的支援につきましては、高齢者、障がい者、子

ども、生活困窮者とそれぞれ対象者の属性や分野

ごとに取り組みを行ってきたところですが、近年

はごみ屋敷や8050問題など個人や世帯が抱えて

いる、福祉ニーズが複雑化、複合化しているため、

これまでのような縦割りの取り組みでは、支援が

難しいケースが出てきています。 

そういったことから、関係機関が一体となり、

包括的な支援体制づくりを進めていこうという

ものが、重層的支援体制整備事業です。国におき

ましては平成30年度からモデル事業が始まって

おり、昨年度、令和 3 年 4 月に社会福祉法が改

正されて正式な制度になっております。 

本市におきましてはこれらの取り組みを進め

るため、現状や課題の把握、それから本市で実施

する場合の体制等を検討するということを目的
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に今年度 4 月から保健福祉部内に地域連携準備

室を立ち上げたところで、今まさに関係部局とと

もに検討を進めているところです。 

重層的支援体制整備事業は、やるべきことは決

まっているのですが、それをどういった形で進め

ていくのかは、それぞれの自治体で、関係の皆様

のお力をお借りしながら決めていくとなってお

ります。基本的には、今までの既存の制度の中で、

それぞれの立場でご活躍されてきた、そういった

専門性を活かしながら、体制は維持しつつ、重層

という形でのネットワークをつくっていければ

というところで、まだ検討段階ですので、明確に

こういうふうに進めていくというものが確定し

ていません。 

また、スケジュールにつきましては、令和５年

度から移行準備事業というものを実施して、段階

的に実施をしていきたいと考えております。 

この移行準備事業というのは、現時点の制度で

は最大で 3 年間できますので、この 3 年間の中

で、本格実施に向けた検討を進めて参りたいと考

えております。 

また、川嶋委員からご意見があっております、

地域包括支援センター、それから生活支援コーデ

ィネーターの方々につきましては、既にそれぞれ

の役割の中で、地域課題の把握、解決を目指した

会議の開催、そういったものに取り組んでいただ

いております。 

地域共生社会の実現という考え方が、根底にあ

ります。この重層的支援体制整備におきましても、

引き続きそれぞれの皆様の役割というものは、必

要になって参りますので、こういった方々のネッ

トワーク等を活用して、地域の皆様や住民の皆様

が抱える課題を広く拾い上げて、課題解決ができ

るような体制づくりを考えて参りたいと考えて

おります。 

次期地域福祉計画におきましては、この重層の

考え方を、盛り込んでいくべきかと思っておりま

すので、今後の委員会の中で、考え方というもの

を示しながら、皆様のご意見をいただきながら進

めて参りたいと考えております。以上でございま

す。 

 

〇民生委員・児童委員の活動支援事業 

（社協 近藤主査） 

 

●民生委員・児童委員の活動支援事業 

 （市 濵崎課長） 

事前質問  

民生委員・児童委員の欠員への対応について

（川嶋委員） 

 

保健福祉政策課の濵崎でございます。 

川嶋委員から、欠員が続いている状況の中で、対

策や募集について検討されているものがありま

すかというご質問でございます。 

 本日、久保田委員もご出席いただいております

ので、何か補足がございましたらお願いします。 

令和元年の改選後、体調不良等で 36 名の委員

の方が退任されて、そこに推薦をお願いして 35

名は、委嘱をしているため、当初よりも 1 名少

なくなっている状況もございます。 

 そういった中で、地域の方で、担い手が少なく

なってきており、特に、民生委員児童委員として

活躍を期待している、60 代から 70 代前半の方々

につきましては、お仕事されている方が増えてき

ていることから、担い手が、減ってきているのか

なと思っております。 

 今まさに一斉改選のお願いをしている中で、弾

力的な、あるいは手をあげていただきやすいよう

な環境づくりというところで、例えば 1 週間で、

概ね１0 時間の活動時間が確保できる方という

ところが要件としてありましたけれども、時間の

要件を削除したりですとか、どうしても地域の方

で適任者がいらっしゃらない場合は、年齢が 75

歳を超えても、弾力的に推薦を行ったりという、

活動も行っております。しかしながら、なかなか

抜本的な解決には至っていない状況でございま

す。 

 

これにつきましては、国や県にも各種要望は行

っているところですが、こちらとしては、この民

生委員児童委員の皆様の活動内容というのを広

く市民の皆様に知っていただくというところか

ら、自分でもやってみようかなと思っていただく
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ような環境づくりをやっていきたいと思ってお

ります。 

 ご覧いただいた方もいらっしゃるかもしれま

せんが、今年 5 月の広報させぼで、大きめの特

集を組ませていただく等、啓発に努めているとこ

ろでございます。 

 まだまだ取り組み半ばというところで、今後も

引き続き、この欠員補充、地域の皆様から推薦を

いただくというところを丁寧に行って参りたい

と考えております。 

 

〇地域福祉を推進する組織の基盤強化と活動支

援事業（社協 近藤主査） 

〇多機関協働による地域の相談支援体制の構築

事業（社協 近藤主査） 

〇課題解決に向けて”つながる”仕組みづくり事

業（社協 近藤主査） 

〇福祉サービス利用者の選択に役立つ情報提供 

事業（社協 近藤主査） 

〇コミュニティソーシャルワークに対応した情

報提供事業（社協 近藤主査） 

 

●コミュニティソーシャルワークに対応した 

情報提供事業（社協 近藤主査） 

事前質問 

・ホームページの改正について 

・「社会資源情報」のホームページへの今後の掲

載予定について 

 （川嶋委員） 

  

こちらの事業では、川嶋委員より事前に 2 点

質問をいただいております。そちらの説明をさせ

ていただきます。 

 まず一つ目の質問ですが、暮らしに役立つ福祉

情報ガイドをクリックして、分野からの情報を検

索する場合、例えば、高齢者分野をクリックして、

エリアから絞り込んで検索しても、全ての地域が

出てしまうので、今後、改正をされるのかという

ご質問です。 

 最初に「暮らしに役立つ福祉情報ガイド」に関

し、システム上の現状の説明をさせていただきま

す。フォーマルサービスについて、エリアを設定

して検索しますと、その地区で提供されている事

業の名称が表示されます。そこから検索したい事

業の名称、例えば、居宅介護支援事業などをクリ

ックすると、選んだ地区を含めた、市内の全事業

所の一覧が表示され、その表示された一覧の中か

ら検索したい地区の事業所をみつけていただく

ようになっております。よって、エリアの事業所

の絞り込みがされるというよりは、エリアで実施

されている事業が絞り込まれるというものにな

っております。 

 

 ２つ目の質問です。資料では、情報提供として

「社会資源情報を掲載する」となっていますが、

現在ホームページ上には掲載されていないため、

今後、掲載の予定はあるかという質問です。 

 こちらに関しまして、現在、情報ガイド上に配

達ができる店や有料家事援助サービスなどの情

報を掲載しておりますが、そこにどのようにした

らたどり着くのかがわかりにくくなっています。 

 先ほどもありましたがいずれの事案も、ホーム

ページトップ画面に使い方、検索の仕方の案内が

十分でないために、閲覧者が思ったところにたど

りつかないということがおこっていると思われ

ます。 

 まずは、検索方法の説明を表示するなどすぐに

できる改善に取り組んで参ります。 

 また、ホームページが閲覧者にとってわかりや

すい検索や、表示方法など使いやすいホームペー

ジとなるよう改めて検討をしていきます。 

以上でございます。よろしくお願いします。 

 

◎川内野委員長 

ただいま、基本目標 1 の事業の内容につきま

してご説明をいただきました。それではこれより

質疑に移ります。 

 取り組み内容に関すること、評価に関すること

について、皆さん、ご意見、ご質問はございませ

んか。事前の質問に対する回答につきましては、

どうでしょうか。よろしいですかね。 

 よろしければ、その他、皆さんからご意見、ご

質問をお願いいたします。特にご意見ないでしょ

うか。 
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 それでは、ただいまの自己評価につきましても、

説明をしていただいております。当委員会としま

して、評価をしていくわけですけども、皆さん特

にご意見ないようでしたら、この自己評価と同等

の評価を委員会としても、評価として出したいと

思いますが、皆さんよろしいでしょうか。 

皆さん、うなずいておられる様子を確認いたしま

したので、委員会としての評価も、自己評価と同

等の評価とさせていただきます。 

それでは、次に進みたいと思います。 

 

◆基本目標② 

地域における福祉活動の充実と人材育成 

〇ふれあいいきいきサロンの推進事業 

（社協 近藤主査） 

 

●ふれあいいきいきサロンの推進事業 

（社協 近藤主査） 

 事前質問  

・ホームページの改正について 

 ・講話の開催実績について 

 （川嶋委員） 

 

こちらの事業では、川嶋委員より事前に質問を

２点いただいておりますので、今からそちらの説

明をいたします。 

 

１つ目の質問ですが、ホームページで、暮らし

に役立つ福祉情報ガイドで「サロングループ」で

検索すると、結果「見つかりません。」と表示さ

れ「いきいきサロン活動」で入力して確認すると、

確認ができる状況でしたとのことでした。 

 

「サロングループ」で検索した場合でも、「いき

いきサロン活動では？」と誘導できるとみやすい

のではないかというご意見をいただいておりま

す。 

 また２つ目の質問です。資料の中に「令和２年

度にサロンからの要請が多かったテーマの講話

を行っている。」とありますが、どこかの件数に

反映されているかというご質問でございます。 

まず一つ目ですが、情報ガイドで検索して、該

当するには、システムに登録してある事業の説明

文で使われている単語とリンクすることが条件

となっておりまして、検索結果に繋がります。 

 「いきいきサロン」でシステムに登録してあり

今回、検索ができなかったものと思われます。 

 なお、「サロン」もしくは「グループ」で検索

すると、該当いたしましたので報告させていただ

きます。 

そして、ご意見にもありましたように、「いき

いきサロンのことでは？」のように誘導するシス

テムに関しましては、先ほど基本目標 1 でお答

えしましたように、閲覧者が検索しやすいように

検討をしていきます。 

２つ目ですけれども、サロンでの講話に関して

の質問ですけれども、こちらは後ほど説明をいた

しますが、基本目標２、この資料の３の２「地域

福祉への意識啓発」における出前講座のほうに反

映をさせていただいております。 

従いましてそちらの事業の際に説明をさせて

いただきたいと思います。 

 

〇食を通した地域活動の支援事業 

（社協 近藤主査） 

〇コミュニティビジネスに関する研究事業 

（社協 近藤主査） 

〇ボランティアセンター運営事業 

（社協 近藤主査） 

〇ボランティア活動支援事業 

（社協 近藤主査） 

〇災害ボランティアネットワークの推進事業 

（社協 近藤主査） 

〇災害ボランティアに関する意識啓発事業 

（社協 近藤主査） 

〇ふくし教育の実践事業 

（社協 近藤主査） 

〇地域福祉への意識啓発事業 

（社協 近藤主査） 

 

●地域福祉への意識啓発事業 

（社協 近藤主査） 

事前質問 

講話の開催実績について 
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（川嶋委員） 

先ほどご質問があった部分になりますが、令和

２年度にサロンからの要望が多かった講話につ

いて、地域福祉の出前講座は市を通じた依頼はあ

りませんでしたが、サロンからの依頼について対

応をしております。 

 

〇福祉活動プラザの運営事業 

（市 濵崎課長） 

 

◎川内野委員長 

ただいま基本目標２の事業内容につきまして、説

明をしていただきました。それでは皆さんよりご

意見、ご質問がございませんか。川嶋委員どうぞ。 

 

◎川嶋委員 

 広域支援センターの川嶋と申します。よろしく

お願いします。 

 ２点あるのですが、まず１点目、先ほど説明し

ていただきましたサロングループの情報、資料の

１ページ目にはサロングループということの情

報提供が書いてありますので、私も最初に見たと

きに「サロングループ」という形で検索しました

が、「サロン」と「グループ」という形で分けて

検索すると出てきますよということでしたので、

「サロン」と「グループ」、それぞれの情報とい

う形での書き換えをしてあげると、検索するとき

に、やりやすいのかなと思いましたのでその点が

ちょっと気づいた点です。 

 

 もう一点目、５ページ目の方ですけど、ボラン

ティア入門講座修了者の数ということで、目標値

が、40 人ということで年間 40 人を目標にされて

いるとは思うのですが、その下に括弧として 40

人、80 人、120 人、180 人、200 人という形で

記載しておりますので、実績としては、38 人、

24 人、６人という形でパーセンテージ的にはか

なり達成度が低くなっていますけど、累計で出す

と、95％、77.5％、56．7％という形で累計の方

の数も記入をして、達成度が何％っていうふうに

すると、達成率としては、若干、高くなるのかな

と思いましたので、この点について、もう少し聞

かせていただければなと思います。 

 

（社協 近藤主査） 

川嶋委員ありがとうございます。「サロン」「グ

ループ」という、ご意見いただいたような表記の

仕方というのを含めて、先ほど申し上げましたよ

うに、ホームページが皆様にとって使いやすい、

検索しやすいものになるように、検討を重ねて参

りたいというふうに思っております。 

５ページのご意見をいただきました、累計の部

分に関しましても、今後、事務局の方で検討させ

ていただいて、そこで意見をまとめて、次年度以

降の評価につなげていけるように、貴重なご意見

をいただきましたので参考にさせていただけれ

ばと思っております。 

 

◎ 川嶋委員 

目標 3 の 2 の 1 にある見守りネットワークで

は、最終的には累形という形で、数字として出さ

れているので、そういったやり方もいいのかなと

思ったので、検討していただければと思います。 

 

（社協 近藤主査） 

はい、ありがとうございます。検討させていた

だきたいと思います。 

 

◎川内野委員長 

他にご意見ご質問ございませんか。よろしいで

すかね。 

それでは、基本目標 2 の評価につきましても、

自己評価に準ずる形で、委員会としての評価を出

してもよろしいでしょうか。反対の意見がないよ

うですので、委員会としての評価も自己評価と同

等とさせていただきますそれでは、次に進みます。 

 

◆基本目標③ 

自立した生活を支える福祉サービスの展開 

〇佐世保市福祉資金貸付事業 

（社協 総合相談支援課 浦係長） 

〇長崎県生活福祉資金貸付事業（社協 浦係長） 

〇生活困窮者自立相談支援事業の推進事業 

（社協 浦係長） 
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〇日常生活自立支援事業 

（社協 浦係長） 

〇させぼ成年後見センター運営事業 

（社協 浦係長） 

〇緊急時・救急時に備える取組み事業 

（市 濵崎課長） 

 

●緊急時・救急時に備える取組み事業 

（市 濵崎課長） 

事前質問  

・救急医療情報キットの記入情報の更新について 

・高齢者見守りキーホルダーの導入について 

 （川嶋委員） 

 

こちらにつきましては、川嶋委員様の方からご

意見ご質問いただいております。 

昨年もご質問いただいておりますけれども、こ

の救急医療情報キットの記入情報の更新という

ところが、本人の自己責任となっているが、どう

いった対策をしているのかということについて

まず 1 点目ご質問いただいております。 

こちらにつきましては、確かに 1 回記入して

いただくと、それがいつの情報なのか、古い情報

になると、問題があるのかなというところがあり

ます。 

現在配布しているものには、そこまで大きく更

新を促す文言を記載ができていないのですが、今

在庫がほぼなくなり、新しく作り直しを進めてお

ります。そういった中で、書類の中に「定期的に

見直しをしましょう。」という文言を大きく入れ

て、冷蔵庫を開ける度に見えるような、そういう

形での様式に変えていきたいなと考えておりま

す。 

 それから、書いていただく紙も最初から２枚ぐ

らい入れておいて、新しい情報をすぐに書いてい

ただけるような、やり方を考えていきたいと考え

ております。 

 また、こちらにつきましては、広げていく、特

に高齢者の皆様とかに広げていくということが

必要になってきますので、今までのホームページ、

広報させぼはもちろんですけれども、例えば、お

子様が親御さんに「こういうものがあるよ。」と

いう感じで、紹介をしに実家に持っていっていた

だくような啓発が、何かメディアを使ってできな

いかなというところも、少し考えております。 

 

 それからもう 1 点、今後、認知症の高齢者が

増えるという中で、他の地域では高齢者見守りキ

ーホルダーいうものが導入されていることから、

本市としても導入してはどうかというご意見も

いただいております。 

 これにつきましては、もともとこの緊急時連絡

カードにもそういった機能がありますし、それか

ら長寿社会課が行っている事業の中で、佐世保市

認知症高齢者見守り支援事業という、写真つきの

情報提供書ということで、ＱＲコードがついたカ

ードを携帯していただいて、そちらを読み取って

いただくと、連絡先などがわかるという仕組みを

既に導入をいたしております。そういったものを

活用しながら、高齢者の皆様の身を守るというこ

とを行っていきたいと考えており、この登録され

た情報の更新については、定期的に呼びかけ等を

行って確認、それから更新というところに努めて

参りたいと考えております。 

 

〇災害時避難行動要支援者支援事業の推進事業 

〇福祉避難所事業 

〇地域公益事業への地域福祉ニーズの反映 

（市 濵崎課長） 

 

◎川内野委員長 

 ありがとうございました。ただいま基本目標３

の事業内容につきまして説明をしていただきま

した。皆さんからご意見、ご質問をお願いいたし

ます。事前質問に対する回答につきまして、よろ

しいでしょうか。川嶋委員、何かご意見ありまし

たらどうぞ。 

 

◎川嶋委員 

 先ほど認知症の方の見守りについての質問部

分でＱＲコードを使った仕組みを行っています

ということでしたが、認知症の方が徘徊して、発

見に至ったケースというものは実例としてあり

ますか。 
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◎川内野委員長 

 実例がありましたら、事務局からお願いいたし

ます。 

 

（市 長寿社会課 七種補佐） 

 ＱＲコード付きシールでの発見についてはま

だ事例の方はありません。ＱＲコード付きシール

ではないのですが、認知症見守り支援登録では、

本人の写真つきの情報を、警察や地域包括支援セ

ンターなどと共有しておりますので、それを参考

に発見されたという事例はあっております。以上

です。 

 

 

◎川嶋委員 

ありがとうございます。地域の放送で「〇〇さ

んが行方不明になっております。」というものが

ありますので、地域の方も、そういったＱＲコー

ドを見ると、誰かわかるという方法をしっかり構

築していただければなと思います。 

 

◎川内野委員長 

他に皆さんからご意見、ご質問ございませんか。 

特に、ご意見ないようでしたら、基本目標３につ

きましても、自己評価と同等の評価を委員会とし

て行いますがよろしいでしょうか。 

皆さん、ご了解いただいたということで、委員

会としての評価も自己評価と同等とさせていた

だきます。 

それでは、令和３年度の事業実施については、

以上の通りですが、全体を通して何かございまし

たら、ご意見をどうぞ。 

よろしいですかね。特にご意見がなければ以上

となります。なお、今後の委員会の意見の取りま

とめにつきましては、私と副委員長にご一任いた

だければと思います。それでは事務局から連絡事

項をお願いいたします。 

 

◆事務局 

皆様ありがとうございます。連絡事項になりま

す。 

本日いただきましたご意見を踏まえて、評価案

を整理して、再度各委員様へ評価表をお送りしま

すので、ご確認をいただきたいと思います。その

あと、委員長に最終確認をいただきまして、9 月

ごろに答申を行う予定としております。 

答申は事務局と委員長での対応となります。 

また、次回の推進委員会の開催は 11 月ごろを

予定しております。 

内容としましては先ほどのお話でもありまし

たが、令和５年度が計画の改定時期となっており

ますので、それに向けた方針策定スケジュール等

をお示しするための開催と考えておりますので、

またよろしくお願いします。事務局からは以上で

ございます。 

 

◎川内野委員長 

今の内容で、特にご質問ございませんか。 

それでは、以上で議事はすべて終了ということに

なります。 

今年度、もう一度 11 月ごろに委員会の開催が

ございます。次回はですね、ぜひ、お顔を合わせ

て、皆さんそろった状態で、意見の交換ができれ

ばいいなと思っておりますので、ぜひよろしくお

願いします。 

それではこれをもちまして、第 5 回地域福祉

計画委員会を終了いたします。ご協力ありがとう

ございました。お疲れ様でした。 

 

 ■閉会   

 

０（終了 １９：５５）） 


